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継いでいる O さらに，新日SJ伐促進総合対策では， r間伐材の利用システムの開発Jを掲げ諮裂の
拡大ぞも目指すものである。しかし，間伐材の流通・加:仁義雄怒備だけではなく， J院議の可能性
イをもっ間伐に泊〔接助成が行われるようになったζと，森林鍛純計献と間伐生態を連絡し，森林整













































年波総合対策補助事業 lfl~ $提 訴事、資 Jその他合計
81 200 500 
82 200 89 35 171 495 
83 200 89 8 20 80 395 
84 200 72 10 16 78 376 
85 200 21 28 27 61 337 
86 300 50 29 45 424 
87 305 97 33 435 
















































のような間伐小筏材は， f文{f~ ，禁IJI支， i:l:¥材， )資材，検寸，連材という生産工諮る台へで木材市場でl坂
されるのが一般的である αただ，森林組合作業成あるいは林家が伎j定金行い，森林組合加工b仮
設へ直接搬入する場合には制1え 1設す，造j司令省略する場合がある。{支部は 4月下旬から 8月
までのf?HJ支や剥ぎやすい11羽田に集111 し，伐{f~ ・争Ij皮後は数カ月間林土ttlで乾，~;!Ù おせたのち，林滋tJ;M
まで入力あるいはジグザグ架線で築材する。 ζのため，躍(搬出)お;は秋から冬にかけて多く，
らi援にかけて少ない。




















70 72.843 18.3 42.5 9.147 15 30 2 25.083 45司9 8.9 5.614 14 10 
75 168，861 4l.0 42.9 19，070 20 34 37，732 57.8 25.9 15.750 27 11 
76 176，063 34.4 45.1 20，139 18 21 2 59，501 62.1 23.0 17，544 23 12 
77 281，330 49.2 37.1 20，886 19 20 4 54，049 54.1 27.6 18，277 20 11 
78 225，193 24.9 54.5 25，907 19 18 8 162.583 49.8 30.4 19，548 17 11 
79 216，054 46.7 32.9 29.281 16 16 6 9l.994 45.4 29.4 20，804 11 8 
80 272，155 50.0 37.2 27，945 12 16 10 109.960 43.5 37.6 24，600 16 8 
81 254.728 61.7 27.9 40.850 13 30 10 76.243 49.3 35.9 21.900 13 5 
82 360.266 58.5 27.5 36.793 9 16 10 8l.985 43.7 46.5 26.372 13 5 
83 459.184 31.2 56.5 40.589 10 17 11 106.126 33.1 57.4 25静153 11 6 
84 413，523 67.2 24.1 40.316 10 17 11 52.034 53，2 36.0 26.432 10 5 
85 501.999 70.0 24.7 48，861 10 15 15 60，796 34.9 55.4 28，089 10 、円J 
86 493，257 68.9 22.3 49，822 9 14 16 68，620 49.9 43.2 35.417 8 7 
87 542.693 45.6 50.0 52，868 10 13 16 70.262 47.9 42.6 34.890 8 8 
佼料三l交際綴林組合統計そ!f1:f:i支1反
お:1)部門別手品H:t二本とは、各部門の利孫衛~殺事業利線復iで\I;IJ ったもの
2) 88年j邸主自Jl I~林組合(4/1---8/31) ，火杉谷森林総合(4/1'"'-'8/31) ，白川村滋.j<，f;紛合(9/1---3/31)
の合終的である
大杉持森林組合は87年度末現犯で組合員数280名，出資金鎖1，006万円の小規綴tJ.森林組合であ













で間伐が連れていた地i乏に集中的に作業班ぞ投入して事業の拡大会図っている Q 第二に， 1耳伐司王
梁の拡大lζ{*い，加工場への原水の酪接搬入;滋が増大し，加工部門の拡充とj京*繍述zの安定イをも






21隙7千万円，森林組合の総 表-3 作業班殺の作業磁7JI.月万IJ延従事1:1 数C'I~iJI I滋林組合1987年)
収益額7倍n千万円の38%を ヰ1佼:Iヨ、%、人
Ilj伐 伐伐採:1i関j相係対 小言ibli工場巡林その他月詩l占めている。また，利指自制 )J 
では88年度の総事業利益額 1月 日数 87 l 16 104 325 181 44 654 比本 (83.7 1.0 15.4) 15.9 49.7 27.7 6.7 100.0 
84河万1]のうち，日夜万円， 2月 El~5I: 43 57 100 292 144 96 632 
61%までが加工事業から生 比率 (43.0 - 57.0) 15.8 46.2 22.8 15.2 100.0 3 )g 悶数 47 45 92 312 137 72 613 
みIJ:¥されている。森林組合 比率 (5l.l - 48目9) 15.0 50.9 22.3 11.7 100.0 
級官にとっての間伐関連事 4月 問数 71 32 35 138 333 149 28 648 比率 (51.4 23.2 25.4) 21.3 51.4 23.0 4.3 100.0 
業:の意味は財政断での鴇 5月 日数 198 56 254 341 6 17 618 
l乙留まらない。作業組織に 比率 (78.0 22.0) 41.1 55.2 1.0 2.8 100.0 
6 )ヲ 日数 177 31 208 335 141 44 728 
ついても抵援な関連争有し 比本 (85.1 - 14.9) 28.6 46.0 19.4 6.0 100.0 
ているのである。 7月 日数 145 36 181 363 208 16 768 比ヰf (80盆1 19.9 23.6 47.3 27.1 2.1 100.0 
87年現在で!日間11森林組 8凡 日数 136 44. 180 309 137 18 644 
合は伐出fJ110名，造林J邸I13 よ七ヰi (75.6 24.4 28.0 48.0 21.3 2.8 100.0 
9月 臼数 99 66 39 204 347 127 10 688 
名，加工場16名 イを i七本 (48.5 32.4 15.4) 29.7 50.4 18司5 1.5 100.0 
組織していた。 伐出班は主 lOJl 日数 120 31 18 169 383 259 19 830 比五戸 (71.0 18.3 10.7) 20.4 46向l 31.2 2.3 100.0 
伐.1/日伐作業~，造林fJlは 11月 日数 132 7 10 14.9 357 278 6 790 
造材、・保育作業を，加工場 比率 (88.6 4.7 6.7) 18.9 4.5.2 35.2 0.8 100.0 
12月 日数 200 12 54 266 381 224 13 884 
はj武力n工・製材および製品


























タ 人~I林 間伐i以 椛滋?収 間伐実行 間伐災行悩積 (ha) 
イ 職業 酒税 入金額 入金縦方法
プ (主業) ( h a) (万円) (万円) ， 8 5 ， 8 6 ， 8 7 ， 8 8 ， 8 9 
2 3. 5 1. 4 O. 9 
1. 3 1. 8 2. 1 
実行 ~行
( 2 ) 公務災 2 0 2 0風用 O. 7 1.6 























































































































































































570 453 641 
23 
51 
水， j伐倒，剥皮までの費Jtjと P 林地盤理費(間伐の下準備として行う下刈口掃除刈Z罰則)が合ま
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表 8 三搬谷木材からの{士人小径十イ原水のj1~fJ( ( 1 9 8 8 ~I:皮)
長級 じま分
(m) 
4 母i 2.276 3.9 500 250 443 
4. 5 gf 4，788 8.2 800 300 502 
5 if 276 0.5 700 300 520 
5. 5 il 15.910 27.2 1.300 450 697 
i的小山 2，782 1，200 600 926 
6. 5 1り 2，113 1，150 650 876 
火山り 8.124 800 450 573 
その他 2.891 1，300 450 694 
7 詰| 33.911 58.0 1，450 500 952 
組小山 8，177 1.450 800 1.142 
8 1[1り 9，279 1.350 770 1.067 





















































るO つまり，仕入やすいのである O そして，大出
材は杭・支柱に裁断加工主れる O
60'"'-'70同の林家から1吋数本から数百本の単純で， :îDi三や投{f~状態や林道端lζ集積された







袋一 9 統・ 1足場丸太の長級5j!Jl仮売内訳 (1988年度百JlI村森林総合)
単位:本、千円、%
1.5 100，101 14.6 33.3 21，560 10.5 29.2 
l剛2 88.399 12.9 46.2 11，575 5.6 34.8 
0.6' 84，881 12.4 58.6 8.565 4.2 38.9 
l 70，826 10.3 69.0 7.342 3.6 42.5 
0.9 47.816 7.0 76.0 5.754 2.8 45.3 
2 24，375 3.6 79.5 8.212 4.0 49.2 
6.3 19.022 2.8 82.3 25.000 12.1 61.4 
4 14，929 2.2 84.5 9.909 4.8 66.2 
2.4 13，456 2.0 86.5 7.942 3.8 70.0 
3 13，163 1.9 88.4 8，230 4.0 74.0 











































見たものである O 足場丸太では 11目当たりの1JZ均取引;敏も 20045:止まりだが，杭製品については，
11IIJ当たりの取引本数は平均で1500本前後であり，その分布も1500本---2000本が小心となってい
る。ただ， 1間当たり3000本以上の取引もA，C染者でみられるO ζのような校文に対応するに







































































































































































































































































































































iJ~I小 801 99 106 130 130 
5.5m r1 683 101 102 136 130 
1、1 メにr1J 378 110 100 159 170 
6.5m it 513 113 112 151 150 
数 波小 1071 98 101 122 131 
7m ulJ 897 98 98 131 136 
1 大山 605 97 94 145 144 
5.5m 1幼 95 111 111 91 
官r )大u11 87 97 112 91 100 
6.5m小計 81 133 99 71 87 
i区小 86 92 102 93 95 
1 7m 1鈎 94 102 115 85 98 
大山 95 102 101 90 97 
8m [小ぽ3/j1、・ 97 98 89 93 8百
89 82 90 95 96 
5.5m 1 96 103 102 95 103 
1公 1 火山 101 110 99 109 106 
6.5m小母! 107 110 120 99 106 
妥当小 80 87 84 89 88 
阪 7m 闘 100 100 93 98 99 




















































































































4)間{反政策に腹開ついては.R.HANDA:FOREST POLICY IN JAPAN. Nippon Ringyo Chosakai. 
1988のli'のKatsuhisaI.:Thinning Policy.84・93-'iを参考にした。
5)戦後の流通については，紛瀬1武五郎:宮JI流域における水材生践流通の動向，半間良一編答 日本の
林業問題 一紀伊互い偽における林業の展開fWi宣ペミオ、ルヴ、ァ議je潟.J文書1.518-..537. 1979 に詳しく述べ
られている。
6)tIUJ:.近伎の流通については，三翠然 '::A県林業史 -立熊林業行政のあゆみ一.竺波線.901""920. 
1988 f乙詳しくjZJSべられている。
7)浜江鎌ニ(羽鳥取県林務課)との共同絢査の成梁である。なお，詳細は浜江謙二:林家の IlJl伐行動に I~





In this paper， the logging and processing system of thinned !ogs is discuss日dfrom the 
view point of forest owners' association(F.O.A) busin邸 sin the case of Miyagawa引mra
in Mie pref. 
F.O.A can carry on busin巴sseconomically in only processing department，not in log珍
ing one， because in 判明enttime logging is at commercial profit. 
Such system of F.O.A narrowly maintains the thinning of forests 欄 itis carried by 
forest owners附 inthis area. 
